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資料１



地域共生社会とは

制度・分野ごとの『縦割り』や

「支え手」「受け手」という関係を超えて、

地域住民や地域の多様な主体が参画し、

人と人、人と資源が、

世代や分野を超えてつながる地域を

ともに創っていく社会のこと。



地域共生社会をめざす背景

 大田区の高齢者人口は、令和22（2040）年度には、高齢化率
は27.0%に達し、高齢者の単身世帯や、夫婦のみの世帯の増加、
認知症の高齢者の増加が見込まれます。

 一方で、出生率の低迷による、生産年齢人口の減少が危惧され
ます。

 しかし、子育てや介護の支援がこれまで以上に必要となる中、
家族内の支援力の低下や、地域でのつながりが希薄化している
状況があります。

 こうした中、支援ニーズの多様化と複雑化に、単一の専門分野
の制度利用や支援だけでは、生活課題に十分に対応できない事
例が増えてきています。

 課題を抱えた方の中には、自らが相談に行くことや、課題を認
識することが困難な方がいて、必要な支援につながれずに、制
度の狭間で孤立してしまい、「生きづらさ」を抱えた方が増え
てきています。

 こうした現状から、大田区版「地域共生社会の実現」に向け、
包括的な支援体制を整備する具体的な取組として、令和5年度
から社会福祉法に基づく「重層的支援体制整備事業」を実施し
ます。



大田区版「地域共生社会」の実現

包括的な支援体制の整備

重層的支援体制整備事業の実施
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重層的支援体制整備事業の位置づけ



重層的支援体制整備事業とは

 地域共生社会の実現に向けて、地域住民の複合的な支援
ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、個別の支援
と地域づくりへの支援の両面を通じて重層的な支援体制を
整備するため、「包括的相談支援」、「参加支援」、「地
域づくり支援」の３つの支援を一体的に実施します。

（１）包括的相談支援

本人や世帯の属性を問わず、包括的に相談を受け止め、

支援関係機関全体で行う支援

（２）参加支援

本人や世帯の状態に寄り添い、社会とのつながりを段階

的に回復する支援

（３）地域づくり支援

地域における活動の活性化等を通じた、多様な地域活動
が生まれやすい環境を整備する支援



まずは区民からの相談を受けとめ、複数の課題を抱えている場合には、区
民が各窓口を回るのではなく、大田区の内部体制の中で、関係機関と連携

して、包括的なチーム支援を形成します。
その内部体制の多機関連携をサポートする役割として、各地域福祉課の地

域包括ケア推進担当が、一緒に検討していきます。



区が考える「重層的」の意味

① 「包括的相談支援」「参加支援」「地域づくり支援」の３つの
支援を“重層的”に実施すること。

② 課題に対して必要な支援サービスを提供するために、支援機関
が連携してチームとなって“重層的”に支援すること。

③ 区が行う重層的支援とともに、地域住民、事業者、ＮＰＯなど
の多様な主体が参画し、“重層的”に支えあうこと。

※ 対象となる課題は、複雑化・複合化した課題だけでなく、広く
区民が支援者を必要とする課題とします。

※ こうした取組によって、早期把握・早期支援による早期解決の
予防的支援にもつなげていきます。



法対象事業



多機関連携の調整機能

各支援機関の関係機関へのつなぎをサポ―トし、状況に応じて、分野や年代に関わらず、広

く支援者を必要とする課題に対して、チームづくりの総合調整等を行います。 

所管課 各地域福祉課 地域包括ケア推進担当 

 

（１） 重層的支援会議等の実施 

各支援機関の包括的相談支援をサポートする手段のひとつとして、次の機能をもった重

層的支援会議の実施や調整・助言等を行います。 

① チームづくり調整機能 

課題に応じて必要な機関と支援方針や役割分担を検討し、支援プランを作成します。ま

た支援プランのモニタリングを実施します。 

② アウトリーチ支援等調整機能（社会福祉法第 106条の６に基づく支援会議） 

法に基づき支援チームに守秘義務を課したうえで、必要な情報を関係者と共有し、対象

者本人との関係性づくりをするためのアウトリーチ支援等の方法を検討します。 



既存の各調整会議機能と
新たな機能との関係性

・地域ケア会議
・虐待対応会議
・要保護児童対策地域協議会
・支援調整会議 等

法に基づく調整会議

課題解決に向けたサービス調整
措置判断など

各支援機関等

課題の重度化を
防ぐための調整

権利擁護支援検討会議

・弁護士

・司法書士

・社会福祉士

課題を抱えた
区民（世帯）

伴走型の支援体制
のための調整

支援者間のケア会議

チーム内の話し合いや
情報共有等

支援チーム

権利擁護に係る支援

方針や意思決定支援

相談・助言

重層的支援会議による
多機関連携の調整機能によって、

包括的相談支援を強化

チーム
支援

相談

アウトリーチ支援等調整

・情報共有
・アプローチ方法の検討 等

チームづくり調整

・支援者の拡充
・役割分担
・プランの作成、モニタリング

重層的支援会議

多機関協働事業

②

①

①

①

②

チーム支援の主体
が不明確な時や、
支援者を増やした
い時の調整



地域福祉コーディネーター

【役割】

 参加支援

地域に出向き、地域の課題や個別
の困りごとを把握して、必要に応
じて、福祉サービスや地域の社会
資源等につなげたり、本人の希望
に応じて、多様な社会参加へのつ
なぎや定着への支援を行います。

 地域づくり支援

個別の困りごとを地域の中で共有
し、解決に向けて話し合い、行動
していくことのできる仕組みを地
域の皆さんと一緒になって考えて
いきます。

地域 名前

大森地域

河野 由紀子（社会福祉協議会）
清水 悠子 （社会福祉協議会）

中澤 智也 （響会）

梶原 啓子 （白陽会）

調布地域

武藤 渓一 （社会福祉協議会）

折居 咲果 （社会福祉協議会）

黄川田 菜穂（社会福祉協議会）
高野 愛三 （池上長寿園）

蒲田地域

内藤 博幸 （社会福祉協議会）

江連 大介 （社会福祉協議会）

石川 実咲 （社会福祉協議会）

糀谷・羽田
地域

北澤 一樹 （社会福祉協議会）

山田 奈実 （社会福祉協議会）

世帯支援における個別支援や地域づくりにおいて、双方に連携・
協働を図ることで、重層的な支援を行う。



重層的支援体制整備事業実施計画
の策定

 大田区の重層的支援体制事業
の詳細については、ホーム
ページで公表している「令和
５年度地域共生社会の実現に
向けた推進方針 －令和５年
度重層的支援体制整備事業実
施計画－」をご覧ください。

 大田区ホームページ＞生活情
報＞福祉＞大田区版「地域共
生社会の実現」に向けて

区民も支援者も
一人で抱え込まない体制をめざしていきます！


